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(二
）
高
瀬
学
山
の
「
明
律
」
関
係
著
作

(三
）
高
瀬
学
山
の
贖
刑
理
解

1.

『大
明
律
例
諺
解
』
参
訂
の
記
述

2.

『喜
朴
考
』

3.

『大
明
律
例
訳
義
』

4.

『大
明
律
例
詳
解
』

(四
）
小

括

（
以
上
、
本
号
）

六

荻
生
徂
徠
の
贖
刑
論

七

お
わ
り
に

五

高
瀬
学
山
の
贖
刑
論

(一
）
先
行
研
究
に
お
け
る
評
価

前
章
で
検
討
し
た
榊
原
篁
洲
の
贖
刑
論
を
め
ぐ
っ
て
は
、
従
来
以
下
の
よ
う
な
認
識
が
な
さ
れ
て
い
た
。

篁
洲
は
、
贖
刑
は
受
刑
者
の
財
産
や
経
済
力
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
果
が
異
な
り
、
刑
罰
と
し
て
の
妥
当
性
を
欠
く
か
ら
、
こ
の
刑

の
採
用
に
は
基
本
的
に
不
賛
成
で
あ
り
、
ま
た
贖
刑
は
応
報
的
、
懲
戒
的
な
効
果
も
大
き
く
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
用
い
る
と
す
れ

ば
、
せ
い
ぜ
い
軽
罪
に
止
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る(1
)。
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小
林
宏
氏
は
、『
大
明
律
例
諺
解
』
巻
一
、
名
例
律
・
五
刑
条
・
流
刑
三
に
お
け
る
篁
洲
の
記
述
か
ら
、
以
上
の
よ
う
な
分
析
を
さ

れ
た
の
で
あ
る
が
、
前
章
に
お
い
て
、『
諺
解
』
に
お
け
る
贖
刑
に
関
す
る
注
釈
を
幅
広
く
検
討
し
た
結
果
、
篁
洲
は
決
し
て
「
軽
罪
」

に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
く
の
場
合
に
お
い
て
贖
刑
を
容
認
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
篁
洲
は
律
に
お
け
る
収
贖
（
律
贖
）
に
は
好
意
的
、
条
例
に
お
け
る
贖
罪
（
例
贖
）
に
つ
い
て
も
、「
雜
犯
死
罪
」
の
納

贖
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
容
認
す
る
記
述
を
残
し
て
い
た
。

高
瀬
学
山
や
徳
川
吉
宗
は
篁
洲
の
贖
刑
論
を
、
贖
刑
へ
の
全
面
的
な
反
対
論
と
し
て
受
け
取
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る

な
ら
ば
、
篁
洲
の
贖
刑
「
反
対
」
論
を
批
判
し
た
学
山
の
贖
刑
論
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
全
面
的
な
贖
刑
賛
成
論
で
あ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
小
林
氏
は
、

以
上
、
見
て
来
た
よ
う
に
贖
刑
、
即
ち
過
料
刑
の
採
用
を
め
ぐ
る
篁
洲
と
喜
朴
と
の
見
解
は
、
何
れ
も
そ
れ
が
受
刑
者
、
一
般
の

人
民
、
国
家
等
に
及
ぼ
す
効
果
や
影
響
等
を
考
慮
し
て
、
前
者
は
そ
の
採
用
に
反
対
し
、
た
と
い
採
用
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は

軽
微
な
犯
罪
に
止
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
そ
の
採
用
に
全
面
的
に
賛
成
し
、
罪
の
軽
重
を
問
わ
ず
広
く
同

刑
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る(2
)。

と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
小
林
氏
は
ま
た
、
後
述
の
『
喜
朴
考
』
の
記
述
に
つ
い
て
、「
喜
朴
は
正
徳
三
年
の
参
訂

の
文
と
同
様
、
中
国
律
の
如
く
疑
罪
や
過
失
殺
傷
罪
に
対
し
て
は
、
死
罪
を
含
む
す
べ
て
の
犯
罪
に
対
し
過
料
刑
を
適
用
す
べ
き
こ
と

を
主
張
し
た(3
)。」

と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
な
ら
ば
、
学
山
の
贖
刑
肯
定
論
の
射
程
は
、
過
失
殺
傷
の
場
合
と
い
っ
た
、
律
贖

近
世
日
本
の
贖
刑
論
の
一
考
察
（
二
）（
片
保
）
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に
限
定
さ
れ
る
印
象
を
覚
え
る
。
で
は
学
山
は
、
例
贖
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
章
に
お
い
て
も
篁
洲
の
場
合

と
同
様
に
、
学
山
の
著
作
を
幅
広
く
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
山
が
い
か
な
る
贖
刑
の
制
度
を
、
ど
の
程
度
肯
定
し
て
い
た
の
か
に

つ
い
て
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

(二
）
高
瀬
学
山
の
「
明
律
」
関
係
著
作

高
瀬
学
山
（
一
六
六
八
―
一
七
四
九(4
)）

は
和
歌
山
藩
の
儒
学
者
で
あ
る
。『
先
哲
叢
談
後
編
』
に
は
、「
学
山
は
、
当
時
に
在
り
て
、
榊

原
篁
洲
・
物
徂
徠
と
、
頗
る
其
為
す
所
を
同
じ
う
す
、
均
し
く
皆
律
学
を
講
習
す
、
唐
六
典
・
文
献
通
考
・
明
律
等
の
諸
書
は
、
其
奉

崇
す
る
所
な
り
、
嘗
て
明
律
の
疑
義
を
以
て
、
徂
徠
と
往
復
す
る
こ
と
数
次
な
り(5
)、」

と
あ
り
、
学
山
は
榊
原
篁
洲
や
荻
生
徂
徠
と
並

ぶ
、「
明
律
」
の
研
究
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
学
山
に
は
多
数
の
「
明
律
」
に
関
す
る
著
作
が
存
在
し
た
と
さ
れ
る
が
、
今
日
現

存
す
る
学
山
の
著
し
た
明
律
注
釈
書
は
、『
大
明
律
例
訳
義
』
お
よ
び
『
大
明
律
例
詳
解
』
の
両
書
の
み
で
あ
る(6
)。

以
下
、
学
山
の

「
明
律
」
研
究
上
の
主
著
と
も
い
え
る
両
書
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。

①

『大
明
律
例
訳
義
』

徳
川
吉
宗
の
命
を
受
け
て
、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
に
著
さ
れ
た
『
大
明
律
例
訳
義
』
は
、
首
巻
一
巻
、
本
文
十
二
巻
、
末
巻
一

巻
の
全
十
四
巻
か
ら
な
る
明
律
注
釈
書
で
あ
る(7
)。

本
書
は
「
明
律
」
や
「
問
刑
条
例
」
の
原
文
を
載
せ
ず
、
漢
字
平
仮
名
混
り
文
に
よ

る
和
訳
の
み
を
載
せ
て
い
る
。
訳
文
や
割
注
に
よ
る
語
句
説
明
に
お
い
て
は
、
当
時
の
日
本
の
社
会
制
度
や
慣
習
に
引
き
当
て
た
表
現

を
用
い
、
条
文
ご
と
に
そ
の
大
意
を
注
記
す
る
な
ど
、
平
易
明
快
な
通
釈
と
な
っ
て
い
る(8
)。
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本
書
の
首
巻
お
よ
び
末
巻
に
は
、
学
山
自
身
が
取
り
ま
と
め
た
項
目
が
存
在
す
る
。
首
巻
に
あ
る
「
律
大
意
」
は
、『
書
経
』『
周

礼
』『
論
語
』『
孟
子
』
な
ど
の
儒
教
経
典
や
、『
漢
書
』『
唐
書
』
な
ど
の
中
国
の
正
史
、『
大
学
衍
義
補
』
や
『
律
例
箋
釈
』
と
い
っ

た
書
物
か
ら
、
刑
政
の
要
点
を
書
き
抜
い
て
和
訳
し
、
三
九
箇
条
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
学
山
の
刑
事
行
刑
思
想
を
示
す
も
の
で

あ
る(9
)。

こ
の
「
律
大
意
」
に
お
い
て
は
、
と
く
に
『
律
例
箋
釈
』
す
な
わ
ち
、
明
代
中
国
で
編
纂
さ
れ
た
明
律
注
釈
書
で
あ
る
、
王
樵
私
箋
、

王
肯
堂
集
釈
『
大
明
律
附
例
』（
万
暦
四
〇
年
〔
一
六
一
二(10
)〕）

か
ら
の
引
用
が
多
い
。「
律
大
意
」
全
三
九
箇
条
の
う
ち
、『
大
明
律
附

例
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
も
の
は
一
六
箇
条
に
も
及
び
、
本
書
の
学
山
へ
の
影
響
の
大
き
さ
が
う
か
が
え
る(11
)。

末
巻
に
は
「
罪
名
」「
贖
法
」「
本
宗
九
族
五
服
」
の
三
つ
の
項
目
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
も
ま
た
中
国
の
明
律
注
釈
書
を
も
と
に
、

学
山
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る(12
)。

『大
明
律
例
訳
義
』
が
特
に
注
目
を
集
め
る
の
は
、
そ
の
立
法
や
実
務
へ
の
影
響
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
ま
ず
幕
府
の
刑
事
法
へ
の
影

響
と
し
て
は
、
寛
保
期
成
立
の
私
撰
の
幕
府
法
律
書
『
律
令
要
略
』
の
「
序
」
が
、『
訳
義
』
の
「
律
大
意
」
の
抜
粋
要
約
で
あ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(13
)。

諸
藩
の
刑
事
法
へ
の
影
響
と
し
て
は
、
熊
本
藩
と
会
津
藩
に
お
い
て
『
大
明
律
例
訳
義
』
の
利
用
が
指
摘
さ

れ
て
お
り(14
)、

こ
の
ほ
か
複
数
の
藩
に
お
い
て
、
本
書
の
写
本
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る(15
)。

『大
明
律
例
訳
義
』
の
刊
本
と
し
て
は
、
徳
川
吉
宗
へ
の
献
上
本
で
あ
る
、
国
立
公
文
書
館
「
内
閣
文
庫
」
所
蔵
本
を
底
本
と
し
て

翻
刻
が
な
さ
れ
た
、
小
林
宏
・
高
塩
博
編
『
高
瀬
喜
朴
著

大
明
律
例
訳
義
』（
創
文
社
、
一
九
八
九
年
）
が
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
は

こ
れ
を
利
用
し
た
。

近
世
日
本
の
贖
刑
論
の
一
考
察
（
二
）（
片
保
）
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②

『大
明
律
例
詳
解
』

続
い
て
『
大
明
律
例
詳
解
』
に
つ
い
て
紹
介
す
る(16
)。

本
書
は
学
山
自
身
に
よ
る
自
筆
本
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
明
律
注
釈
書
で
あ
り
、

同
一
の
内
容
の
も
の
が
、
東
京
大
学
法
学
部
お
よ
び
国
立
公
文
書
館
「
内
閣
文
庫
」
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る(17
)。

本
書
は
序
・
総
目
一
巻
、

「
明
律
」
本
文
二
一
巻
・「
問
刑
条
例
」
九
巻
の
全
三
一
巻
・
三
一
冊
か
ら
な
る
。
こ
の
「
明
律
」
と
「
問
刑
条
例
」
と
を
分
け
る
方
法

は
、
荻
生
徂
徠
の
『
明
律
国
字
解
』
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
注
釈
方
法
に
つ
い
て
は
、
語
句
を
四
角
で
囲
む
な
ど
『
諺
解
』

の
方
法
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
本
書
の
体
裁
に
つ
い
て
は
、
両
書
の
折
衷
と
い
う
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る(18
)。

第
一
冊
の
冒
頭
に
は
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
の
林
信
充
の
序
と
、
延
享
元
年
の
学
山
の
自
序
が
あ
り
、
最
終
冊
の
末
尾
に
は
寛

保
三
年
（
一
七
四
三
）
の
奥
書
を
備
え
る(19
)。

学
山
の
没
年
が
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
最
晩
年
の
業
績
と
言
え
、

ま
さ
に
本
書
は
彼
の
「
明
律
」
研
究
の
成
果
を
集
大
成
し
た
「
高
瀬
喜
朴
畢
生
の
書(20
)」

で
あ
る
。

も
っ
と
も
注
釈
の
中
身
に
つ
い
て
は
、
柏
原
卓
氏
に
よ
る
「
折
衷
と
言
え
ば
内
容
も
し
か
り
で
、
紀
藩
の
篁
洲
『
諺
解
』
と
蘐
園
の

徂
徠
『
国
字
解
』
の
文
言
が
、
大
量
に
取
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
適
当
と
判
断
し
た
部
分
は
長
短
に
か
か
わ
ら
ず
一
々
断
ら
ず
に
本
文
に

織
り
こ
ん
で
あ
る
。
巻
一
名
例
律
の
五
刑
、
十
悪
、
八
議
の
条
の
如
き
は
、
両
書
の
切
り
継
ぎ
の
連
続
で
、
他
に
引
証
の
漢
文
を
追
加

し
て
あ
る
が
、
学
山
自
身
の
文
言
は
皆
無
に
近
い
。
こ
れ
は
極
端
と
し
て
も
、
他
の
部
分
に
も
両
書
の
文
言
が
非
常
に
多
い(21
)。」

と
の

評
価
が
あ
り
、
本
書
か
ら
学
山
自
身
の
見
解
を
見
出
す
の
に
は
検
討
を
要
す
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
内
閣
文
庫
所
蔵
の
『
大
明
律
例
詳
解(22
)』

を
利
用
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
学
山
の
「
明
律
」
に
関
す
る
見
解
を
示
す
も
の
と
し
て
は
、
す
で
に
第
二
章
に
お
い
て
言
及
し
た
、『
大
明
律
例
諺
解
』

の
「
参
訂
」
作
業
（
正
徳
三
年
〔
一
七
一
三
〕）
に
お
け
る
、
贖
刑
に
つ
い
て
の
記
述
、
お
よ
び
『
喜
朴
考
』（
享
保
五
年
〔
一
七
二
〇
〕）
が
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存
在
す
る
。
以
上
で
示
し
た
学
山
の
著
作
・
業
績
を
成
立
年
の
順
に
並
べ
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る(23
)。

正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）

『
大
明
律
例
諺
解
』
の
参
訂

享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）

『
喜
朴
考
』

享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）

『
大
明
律
例
訳
義
』

寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）

『
大
明
律
例
詳
解
』

本
章
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
著
作
を
主
な
素
材
と
し
て
、
学
山
の
贖
刑
理
解
や
評
価
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

(三
）
高
瀬
学
山
の
贖
刑
理
解

1.

『大
明
律
例
諺
解
』
参
訂
の
記
述

高
瀬
学
山
が
正
徳
三
年
に
行
わ
れ
た
『
大
明
律
例
諺
解
』
の
参
訂
作
業
に
加
わ
り
、
そ
の
際
に
、
贖
刑
に
対
し
て
肯
定
的
な
記
述
を

残
し
た
こ
と
は
、
第
二
章
に
お
い
て
述
べ
た
通
り
で
あ
る(24
)。

当
該
記
述
は
、『
訂
正
一
巻
』（『
大
明
律
例
諺
解
訂
正
』）
よ
り
、
高
塩
博
氏

に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
訂
正
一
巻
』
に
お
け
る
当
該
記
述
を
再
度
掲
げ
る
。

夫
贖
ハ
尚
書
ニ
金
作
二

贖
刑
一

、
此
贖
ノ
始
也
。
然
レ
ト
モ
其ノ

時
ハ
惟タ

鞭
・
朴
ノ
二
罪
ヲ
贖
フ
コ
ト
ヲ
ナ
シ
テ
、
墨
・
劓
・
剕
・

宮
・
大
辟
等
ノ
如
キ
ニ
ハ
及
ハ
ズ
。
周
礼
ニ
モ
未
ダ
其ノ

事
ナ
シ
。
惟タ

周ノ

穆
王
、
権
宜
ニ
因
テ
国
用
ヲ
足
シ
、
且ツ

又
万
民
ヲ
全
フ
セ
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ン
タ
メ
ニ
、
五
刑
ト
モ
ニ
並
ニ
贖
フ
コ
ト
ヲ
免
ス
。
然
レ
バ
五
刑
ト
モ
ニ
贖
フ
コ
ト
ハ
、
周ノ

穆
王
ヨ
リ
始
レ
リ
。
漢ノ

文
帝
ニ
至
テ

ハ
既
ニ
肉
刑
ヲ
除
キ
、
更
ニ
複タ

逓ヒ

ニ
減
シ
テ
徒
・
流
・
笞
・
杖
ト
ナ
シ
、
後
世
守
レ

之ヲ

。
漢ノ

武
帝
ノ
時
ニ
、
穀
ヲ
入
レ
辺
用
ヲ
足

ス
ヤ
ウ
ニ
セ
シ
カ
ト
モ
、
人
ヲ
殺
シ
盗
ヲ
セ
シ
者
ハ
ユ
ル
サ
ズ
。
明
律
ハ
唐
律
ニ
本
キ
増
損
シ
テ
贖
ノ
法
較
詳
也
。
死
罪
ノ
囚
ト

イ
ヘ
ト
モ
、
雑
犯
ノ
死
罪
ヲ
ハ
贖
ヲ
ユ
ル
ス
。
尤
罪
ノ
軽
重
ニ
因
テ
贖
銅
ノ
多
少
同
ジ
カ
ラ
ズ
。
独リ

国
用
ノ
足
ル
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
、

民
ヲ
恵
ム
ノ
意
深
シ(25
)。

『訂
正
一
巻
』
に
よ
る
な
ら
ば
、『
大
明
律
例
諺
解
』
巻
一
、
名
例
律
・
五
刑
条
・
流
刑
三
の
注
釈
と
し
て
載
せ
ら
れ
た
、
篁
洲
に
よ

る
「
贖
刑
批
判
論
」
を
削
除
し
、
代
わ
り
に
「
十
三
張
、
斬
罪
ノ
諺
解ニ

云ク

、
是
五
刑
ノ
総
目
也
、
右
ノ
下
ニ
、
…
…
此
語
ヲ
書
キ
入

ル(26
)、」

と
し
て
、
五
刑
条
の
末
尾
に
、
こ
の
記
述
を
書
き
入
れ
る
よ
う
に
指
示
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
贖
刑
を
肯
定
し
た
学
山

の
見
解
は
、
二
年
後
の
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
に
な
さ
れ
た
、『
諺
解
』
の
「
考
正
」
作
業
で
採
用
さ
れ
、『
諺
解
』
の
本
文
に
取
り

込
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

｢考
正
本
」
に
属
す
る
国
立
公
文
書
館
「
内
閣
文
庫
」
所
蔵
の
『
大
明
律
例
諺
解(27
)』

巻
之
一
を
見
る
と
、『
訂
正
一
巻
』
の
通
り
の
修

正
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
内
閣
文
庫
所
蔵
本
の
流
刑
三
に
お
い
て
は
、「
流
罪
ニ
モ
贖
ヲ
納
ル
法
ア
リ
」
以
降
に
続
く
「
贖

刑
批
判
論
」
が
削
除
さ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
五
刑
条
の
末
尾
の
「
是
五
刑
ノ
総
目
也
」
以
降
に
、
以
下
の
通
り
若
干
の
異
同
は
あ
る
が
、

こ
の
『
訂
正
一
巻
』
の
記
述
が
そ
の
ま
ま
挿
入
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

…
…
是
五
刑
ノ
総
目
也
。
夫レ

贖
ハ
尚
書
ニ
金
作
二

贖
刑
一

、
此
贖
ノ
始
也
。
然
レ
ト
モ
其
時
ハ
惟
鞭
・
朴
ノ
二
罪
ヲ
贖
フ
コ
ト
ヲ
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ナ
シ
テ
、
墨
・
劓
・
剕
・
宮
・
大
辟
等
ノ
如
キ
ニ
ハ
及
ハ
ズ
。
周
礼
ニ
モ
未
タ
其
事
ナ
シ
。
惟
周
穆
王
、
権
宜
ニ
因
テ
国
用
ヲ
足

シ
、
且
又
万
民
ヲ
全
セ
ン
タ
メ
ニ
、
五
刑
ト
モ
ニ
並
ニ
贖
フ
コ
ト
ヲ
免
ス
。
然
レ
ハ
五
刑
ト
モ
ニ
贖
フ
コ
ト
ハ
、
周
穆
王
ヨ
リ
始

レ
リ
。
漢
文
帝
ニ
至
テ
ハ
既
ニ
肉
刑
ヲ
除
キ
、
更
ニ
複
タ
ガ
イ
ニ
減
シ
テ
徒
・
流
・
笞
・
杖
ト
ナ
ス
。
後
世
守
レ

之
。
漢
武
帝
ノ

時
ニ
、
罪
人
ニ
穀
ヲ
入
レ
、
辺
用
ヲ
足
ス
ヤ
ウ
ニ
セ
シ
カ
ト
モ
、
人
ヲ
殺
シ
盗
ヲ
セ
シ
者
ハ
ユ
ル
サ
ズ
。
明
律
ハ
唐
律
ニ
本
キ
増

損
シ
テ
贖
ノ
法
較ヤ

丶

詳
ナ
リ
。
死
罪
ノ
囚
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
雑
犯
ノ
死
罪
ヲ
ハ
贖
ヲ
ユ
ル
ス
。
尤
罪
ノ
軽
重
ニ
因
テ
贖
銅
ノ
多
少
同
シ

カ
ラ
ス
。
独
リ
国
用
ノ
足ル

ノ
ミ
ニ
非
ス
、
民
ヲ
恵
ム
ノ
意
深
シ
。

さ
て
、
こ
の
記
述
に
お
い
て
学
山
は
、「
明
律
ハ
唐
律
ニ
本
キ
増
損
シ
テ
贖
ノ
法
較
詳
也
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
よ
り
学
山
が
、

「
明
律
」
の
贖
刑
制
度
が
、「
唐
律
」
と
比
べ
て
も
詳
細
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら

に
こ
れ
に
続
け
て
、「
死
罪
ノ
囚
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
雑
犯
ノ
死
罪
ヲ
ハ
贖
ヲ
ユ
ル
ス
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
雜
犯
死

罪
」
は
、
条
例
に
お
い
て
贖
罪
の
対
象
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
学
山
が
想
定
し
、
ま
た
肯
定
す
る
贖
刑
は
、
例
贖
を
も
含

む
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
本
記
述
の
大
部
分
を
占
め
る
贖
刑
の
沿
革
に
つ
い
て
の
一
連
の
記
述
は
、
実
は
学
山
の
独
自
の
文
章
で
は
な
い
。
こ
の

箇
所
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
明
代
の
明
律
注
釈
書
で
あ
る
、『
大
明
律
附
例
』
巻
首
「
図
註
」
の
「
在
外
納
贖
諸
例
図
」
に
、
以
下
の

よ
う
な
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
の
記
述
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

釈
曰
。
金
作
贖
刑
。
上
古
之
制
也
。
然
古
制
惟
施
於
鞭
朴
二
者
而
已
。
若
墨
劓
。
若
剕
宮
。
若
大
辟
。
則
皆
有
所
不
及
。
即
周
礼

近
世
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贖
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秋
官
之
法
。
亦
未
為
之
並
及
。
惟
至
穆
王
作
権
宜
足
用
之
術
。
以
全
兆
姓
。
則
五
刑
並
贖
。
実
自
周
穆
始
。
漢
文
景
既
除
肉
刑
。

更
複
逓
減
。
易
之
為
徒
流
笞
杖
。
後
世
守
之
。
漢
武
帝
時
。
始
創
入
穀
実
辺
之
議
。
而
殺
人
及
盗
不
与
焉
。
明
律
一
本
唐
律
為
増

損
。
明
因
唐
。
唐
実
因
乎
漢
。
是
以
贖
鍰
之
法
較
詳
。
今
因
之
。
但
所
載
折
贖
各
図
。
皆
除
真
犯
死
罪
外
。
自
雜
犯
斬
絞
以
至
於

笞
。
無
不
各
著
以
折
贖
収
贖
之
例
。
…
…(28
)

学
山
が
『
大
明
律
例
訳
義
』
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
、『
大
明
律
附
例
』
を
参
照
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
る
な
ら
ば
『
訳
義
』
の
執
筆
に
先
立
つ
『
諺
解
』
の
参
訂
時
に
は
す
で
に
学
山
は
、『
大
明
律
附
例
』

の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

小
林
氏
は
、
学
山
が
こ
の
参
訂
の
記
述
に
お
い
て
、『
書
経
』
や
そ
の
注
釈
書
に
見
え
る
贖
刑
に
つ
い
て
の
記
述
を
引
用
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
学
山
の
贖
刑
論
に
対
す
る
『
書
経
』
の
影
響
を
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
が(29
)、

少
な
く
と
も
本
記
述
に
お
い
て
学
山
は
、
直

接
的
に
は
『
大
明
律
附
例
』
の
記
述
を
、
ほ
ぼ
全
面
的
に
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
学
山
の
贖
刑
論
に
対
す
る
『
大
明
律
附
例
』
の

影
響
も
ま
た
、
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

2.

『喜
朴
考
』

以
上
の
参
訂
の
記
述
に
続
い
て
、
学
山
が
贖
刑
に
つ
い
て
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
も
の
が
、『
喜
朴
考(30
)』

で
あ
る
。『
喜
朴
考
』（『
律

考
』）
は
、
徳
川
吉
宗
の
近
辺
の
学
者
た
ち
の
研
究
成
果
を
収
録
し
た
、『
名
家
叢
書
』
の
一
冊
（
第
三
六
冊
）
で
あ
る
。
本
書
に
は
享

保
五
年
（
一
七
二
〇
）
に
、
学
山
と
吉
宗
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
、「
明
律
」
等
に
関
す
る
複
数
の
諮
問
と
回
答
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
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書
に
記
さ
れ
た
日
付
は
冒
頭
か
ら
順
に
、
十
月
四
日
・
子
四
月
・
子
四
月
十
八
日
・
五
月
八
日
・
十
月
初
十
日
・
五
月
初
八
・
子
四
月

念
陸
日
・
五
月
十
七
日
と
な
っ
て
お
り
、
吉
宗
と
学
山
の
間
に
幾
度
も
問
答
が
交
わ
さ
れ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る(31
)。

前
に
述
べ
た
通
り
、『
喜
朴
考
』
の
冒
頭
（
十
月
四
日
付
）
に
は
、
篁
洲
の
『
大
明
律
例
諺
解
』
に
お
け
る
贖
刑
理
解
の
是
非
に
つ
い

て
の
吉
宗
の
諮
問
と
、
そ
れ
に
対
す
る
学
山
の
回
答
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

諺
解
云
、
宋
ノ
仁
宗
ノ
時
、
贖
法
ヲ
立
ン
ト
欲
ス
。
議
者
曰
、
富
人
ハ
贖
ヲ
以
テ
刑
ニ
ア
タ
ラ
ズ
、
貧
人
ハ
免マ

ヌ
カ

ル
ヽ
コ
ト
ヲ

不
レ

得
シ
テ
刑
政
不
レ

平
ト
云
テ
、
其
議
遂
ニ
寝ヤ

ミ

ヌ
。
日
本
近
来
、
贖
法
ヲ
不
レ

立
。
誠
善
政
ト
ア
リ
。
此
諺
解
ノ
文
言
ニ
テ
ハ
、

宋
キ
リ
ニ
テ
贖
法
ハ
ヤ
ミ
タ
ル
ヤ
ウ
ニ
見
ヘ
タ
リ
。
イ
カ
ヽ
ト
ノ
御
事
。

ナ
ル
ホ
ト
少
シ
文
句
不
レ

足
ヤ
ウ
ニ
キ
コ
ユ
レ
ト
モ
、
三
流
ノ
罪
已
ニ
重
シ
。
然
ル
ニ
贖
ヲ
ユ
ル
ス
ハ
良
法
ニ
ア
ラ
ズ
ト
諺
解

ニ
イ
ヘ
ル
ハ
、
律
ノ
三
流
ノ
贖
法
ニ
カ
ヽ
リ
テ
、
明
律
ニ
贖
ノ
法
ヲ
立
タ
ル
コ
ト
ヲ
、
ソ
シ
リ
タ
ル
者
ニ
テ
、
ア
ナ
ガ
チ
贖
法

ハ
宋
キ
リ
ニ
テ
ヤ
ム
ト
云
ヘ
ル
ト
モ
見
ヘ
ズ
。
贖
法
ノ
悪
キ
コ
ト
ヲ
イ
ヘ
ル
ハ
、
作
者
一
分
ノ
見
解
ナ
リ
。
然
レ
バ
諺
解
ノ
通

リ
ニ
テ
モ
苦
シ
カ
ル
マ
ジ
キ
歟
。
然
ト
モ
贖
法
ハ
世
々
用
ヒ
来
リ
、
明
ニ
至
テ
尤
詳
ナ
リ
。
清
ニ
モ
其
法
ヲ
廃
セ
ズ
。
蓋
シ
、

イ
カ
ヤ
ウ
ニ
シ
テ
モ
助
ク
ベ
キ
筋
ア
レ
バ
、
人
ヲ
助
ケ
タ
ク
思
ヒ
、
ユ
ル
ス
ベ
キ
道
ア
レ
バ
、
何
ト
ゾ
ユ
ル
シ
タ
ク
思
フ
故
ト

見
ヘ
タ
リ
。
誠
仁
政
ノ
一
端
ナ
リ
。
罪
ヲ
犯
セ
バ
貧
富
ヲ
イ
ワ
ズ
、
ノ
コ
サ
ズ
刑
ニ
行
ハ
ン
ト
ス
ル
ハ
、
忍ジ

ン

人ジ
ン

ム
ゴ
キ
ヒ
ト

ノ
所
為

シ
ワ
ザ

ニ
テ
、

天
下
ノ
民
ヲ
子
ト
ス
ル
大
人
ノ
量
ニ
ハ
非
ズ
。
夫
故
、
代
々
贖
法
ヲ
ハ
用
ユ
ル
ト
見
ヘ
タ
リ
。
且
又
、
講
解
云
、
終
二

宋
之

世
一

、
贖
法
惟
及
二

軽
罪
一

而
已
ト
ア
レ
バ
、
宋
朝
ニ
テ
モ
罪
ノ
軽
キ
ヲ
バ
贖
フ
ト
見
ヘ
タ
リ
。
諺
解
ニ
書
経
ニ
ハ
軽
罪
ヲ
ノ

ミ
贖
フ
ト
ア
レ
ト
モ
、
書
経
ニ
大
辟
疑
肆
、
其
罪
千
鍰
ト
ア
レ
バ
、
死
罪
ヲ
モ
疑
キ
ハ
贖
フ
ト
見
ヘ
タ
リ
。
貧
ナ
ル
者
ノ
贖
フ

近
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力
ナ
キ
者
ハ
、
笞
・
杖
ハ
打
テ
ス
マ
シ
、
徒
・
流
・
雑
犯
ノ
死
罪
、
幾
年
ト
年
ヲ
キ
ワ
メ
做ソ

工カ
ウ

サ
セ
、
又
ハ
擺ハ

イ

站セ
ン

・
哨シ

ヤ
ウ

瞭リ
ヤ
ウ

ナ

ト
サ
セ
テ
ス
マ
セ
バ
、
貧
者
モ
刑
ヲ
免

マ
ヌ
カ
レ

ズ
ト
ハ
云
ヘ
カ
ラ
ズ
。
諺
解
ノ
見
ハ
、
代
々
ノ
律
意
ニ
合
ハ
ザ
ル
ノ
ミ
ニ
非
ズ
、
忍ジ

ン

人ジ
ン

ノ
説
ニ
テ
、
人
君
ノ
心
ニ
ハ
カ
ナ
フ
ベ
カ
ラ
ズ(32
)。

こ
の
記
述
も
ま
た
、
仁
政
の
観
点
か
ら
篁
洲
の
贖
刑
論
を
批
判
し
、
全
面
的
に
贖
刑
を
肯
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
記
述
に
つ
い

て
は
す
で
に
本
稿
の
第
二
章
で
説
明
し
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
す
べ
て
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
省
く
。
本
章
に
お
い
て
注

目
し
た
い
の
は
、
明
代
の
贖
刑
制
度
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
て
い
る
、
引
用
部
末
尾
の
部
分
で
あ
る
。

こ
の
記
述
に
お
い
て
学
山
は
、「
貧
ナ
ル
者
ノ
贖
フ
力
ナ
キ
者
」（
無
力
）
も
ま
た
、
贖
刑
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
做

工
・
擺
站
・
哨
瞭
と
い
っ
た
、
条
例
に
お
け
る
贖
罪
の
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
篁
洲
が
『
大
明
律
例
諺

解
』
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
詳
細
に
説
明
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。『
諺
解
』
の
参
訂
・
考
正
の
作
業
に
携
わ
っ
た
学
山
が
、
こ
う
し

た
贖
刑
の
知
識
を
、『
諺
解
』
よ
り
得
た
と
い
う
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

引
き
続
い
て
『
喜
朴
考
』
に
お
け
る
、
贖
刑
に
つ
い
て
の
吉
宗
と
学
山
と
の
間
の
問
答
を
見
て
い
き
た
い
。
以
下
は
先
の
問
答
に
続

い
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
同
じ
く
十
月
四
日
付
）。

徒
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
ノ
運
甎
・
運
灰
ナ
ト
ス
ル
ハ
、
徒
ノ
本
罪
ナ
ル
ベ
キ
歟
ト
ノ
御
事
。

タ
シ
カ
ナ
ル
證
文
ハ
見
ア
タ
ラ
ズ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
運
灰
・
運
甎
ヲ
折
銀
ニ
テ
納
ル
丶
ハ
罪
ヲ
贖
フ
ニ
テ
、
自
身
ニ
運
灰
・
運
甎

ナ
ト
ス
ル
ハ
、
徒
ノ
本
罪
ト
見
ヘ
タ
リ(33
)。
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納
贖
に
は
、「
運
甎
」「
運
灰
」
と
い
っ
た
物
資
の
調
達
・
運
搬
・
納
入
を
科
す
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
と
徒
刑
と
の
関
係
に
つ
い
て
吉

宗
が
質
問
し
て
い
る
。
運
甎
・
運
灰
は
徒
刑
の
本
刑
で
あ
ろ
う
か
と
。
お
そ
ら
く
先
の
場
合
と
同
じ
く
、『
諺
解
』
の
記
述
を
読
み
、

疑
問
を
抱
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
学
山
は
、
確
か
な
証
拠
は
な
い
と
し
つ
つ
も
、
運
甎
・
運
灰
を
銀
に
換
算
（
折
銀
）
し

て
納
入
す
る
の
が
贖
罪
で
あ
り
、
自
ら
運
甎
・
運
灰
な
ど
を
す
る
の
は
、
徒
刑
の
本
刑
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る(34
)。

以
上
の
問
答
は
、
十
月
四
日
付
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
吉
宗
は
こ
れ
以
前
に
も
学
山
に
贖
刑
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。
以
下
は
四

月
十
八
日
付
の
問
答
で
あ
る
。

五
刑
ノ
鈔
ニ
、
富
人
ハ
贖
ヲ
以
テ
刑
ニ
不
レ

当
、
貧
人
ハ
免
ル
丶
コ
ト
不
レ

得
、
刑
政
不
レ

平
。
日
本
ハ
近
世
、
贖
法
不
レ

立
。
故

罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
、
貧
富
ヲ
不
レ

論
、
皆
法
ニ
依
テ
罪
ニ
坐
ス
。
刑
政
正
ク
中
ル
。
善
政
也
ト
ア
リ
。
然
ト
モ
名
例
律
ニ
、
有
力

者
ハ
財
宝
ヲ
以
テ
罪
ヲ
贖
ヒ
、
無
力
ノ
者
ハ
塩
ヲ
煎
シ
、
鉄
ヲ
炒
テ
罪
ヲ
贖
フ
ト
見
ヘ
タ
リ
。
然
レ
バ
貧
人
モ
贖
フ
コ
ト
ナ
ル
ト

見
ヘ
タ
リ
。
鈔
ノ
説
イ
カ
丶
ト
ノ
御
事
。

鈔
ノ
贖
ト
云
ハ
、
専
ラ
金
銀
ヲ
出
シ
罪
ヲ
全
ク
免
ル
丶
事
ヲ
指
テ
云
ト
見
ヘ
タ
リ
。
有
力
者
ハ
銭
鈔
ヲ
出
シ
罪
ヲ
贖
フ
テ
ナ
ニ

モ
セ
ザ
ル
処
、
貧
人
ハ
做
工
ヲ
シ
、
擺
站
ヲ
シ
、
鉄
ヲ
炒
、
塩
ヲ
煎
ス
ル
コ
ト
ヲ
ナ
ス
。
故
ニ
イ
ヘ
ル
ナ
ル
ヘ
シ(35
)。

最
初
に
引
用
し
た
も
の
と
類
似
し
た
質
問
で
あ
る
。「
富
人
ハ
…
…
」
以
降
は
、『
諺
解
』
の
五
刑
条
・
流
刑
三
の
贖
刑
批
判
論
の
要

約
で
あ
る
。
こ
の
『
諺
解
』
の
記
述
に
よ
る
な
ら
ば
、
貧
者
は
贖
刑
の
恩
典
に
あ
ず
か
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
一
方
で
「
名
例

律
」、
す
な
わ
ち
名
例
律
・
五
刑
条
の
条
例
に
は
、
有
力
者
は
財
貨
に
よ
っ
て
贖
罪
し
、
無
力
者
で
あ
っ
て
も
煎
塩
・
炒
鉄
に
よ
っ
て
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贖
罪
で
き
る
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
貧
者
も
贖
罪
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
矛
盾
に
つ
い
て
吉
宗
が
質
問
し
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
学
山
は
、
有
力
者
は
銭
鈔
を
出
し
て
贖
罪
し
、
貧
者
は
做
工
・
擺
站
・
煎
塩
・
炒
鉄
を
す
る
と
述
べ
て
、
吉
宗

の
指
摘
に
同
意
し
て
い
る(36
)。

以
上
『
喜
朴
考
』
よ
り
、
学
山
と
吉
宗
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
、
贖
刑
に
つ
い
て
の
問
答
を
検
討
し
て
き
た
が
、
双
方
と
も
に
主
と

し
て
、
例
贖
に
つ
い
て
幾
度
も
論
じ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

も
っ
と
も
、
律
贖
に
つ
い
て
の
言
及
も
存
在
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
以
下
は
、
幼
年
者
へ
の
科
刑
方
法
等
に
つ
い
て
の
吉
宗
の
諮

問
で
あ
る
。

幼
少
ナ
ル
者
、
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
時
ハ
、
相
当
ノ
刑
ヨ
リ
減
シ
科
ニ
行
フ
ベ
キ
ヤ
。
何
歳
ヨ
リ
成
人
ノ
者
同
前
ニ
刑
ニ
行
フ
ベ
キ
ヤ

ト
ノ
御
義
。

按
ニ
名
例
律
云
、
年
七
十
以
上
十
五
以
下
及
廃
疾
犯
二

流
罪
以
下
一

収
レ

贖
。
此
ノ
意コ

丶
ロ

ハ
、
十
五
歳
ヨ
リ
下
十
歳
マ
テ
ノ
者
、

真
犯
ノ
死
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
ハ
原ユ

ル

サ
ズ
、
其
外
流
罪
ヨ
リ
下
ノ
罪
ヲ
犯
セ
バ
、
ミ
ナ
過
代
ヲ
出
サ
セ
テ
ス
マ
ス
。
此
ヨ
リ
見
レ
バ
、

十
六
歳
ヨ
リ
成
人
並
ニ
罪
ニ
行
フ
ト
見
ヘ
タ
リ
。

又
云
、
八
十
以
上
十
歳
以
下
及
篤
疾
犯
二

殺
レ

人
応
一レ

死
者
議
擬
奏
聞
取
二

自
レ

上
裁
一

。
盗
及
傷
レ

人
者
亦
収
レ

贖
。
余
皆
勿
レ

論
。
此
意
ハ
、
十
歳
ヨ
リ
八
歳
マ
テ
ノ
者
、
真
犯
ノ
死
罪
ヲ
犯
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ
罪
ニ
不
レ

行
。
咎
ノ
次
第
ヲ
吟
味
シ
テ
奏
聞
シ

上
ノ
旨
ヲ
伺
ヒ
テ
ス
マ
ス
。
外
ノ
罪
ハ
過
料
ヲ
モ
出
サ
セ
ズ
其
通
ニ
シ
テ
ユ
ル
シ
、
但
盗
ヲ
シ
人
ニ
手
疵
ヲ
負
セ
タ
ル
時
バ
カ

リ
過
料
ヲ
出
サ
ス
ル
也
。
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又
云
、
九
十
以
上
七
歳
以
下
雖
レ

有
二

死
罪
一

不
レ

加
レ

刑
。
此
ハ
七
歳
ヨ
リ
下
ノ
幼
稚
ノ
者
ハ
、
死
罪
ニ
行
フ
ベ
キ
者
ト
イ
ヘ

ト
モ
、
罪
ニ
不
レ

行
コ
ト
ヲ
云
。
以
上
ノ
説
ヲ
見
レ
バ
、
幼
少
ノ
者
ノ
罪
ヲ
犯
ス
ハ
、
成
人
ノ
者
ト
ハ
同
シ
カ
ラ
ズ
ト
見
ヘ
タ

リ(37
)。

こ
の
問
答
は
「
公
事
方
御
定
書
」
に
お
け
る
幼
年
者
処
罰
規
定
に
影
響
を
与
え
た
と
し
て
、
す
で
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る(38
)。

こ
こ
で
学
山
は
、
名
例
律
・
老
小
廃
疾
収
贖
条
を
引
用
し
、「
過
代
ヲ
出
サ
セ
テ
ス
マ
ス
」「
過
料
ヲ
出
サ
ス
ル
也
」
と
、
幼
年

者
へ
の
科
刑
に
、
贖
刑
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
犯
罪
存
留
養
親
条
の
説
明
と
し
て
、
徒
・
流
の
場

合
に
は
「
過
料
」
を
出
さ
せ
る
と
、
学
山
が
述
べ
て
い
る
箇
所
も
あ
る(39
)。

こ
の
よ
う
に
学
山
は
、
律
贖
を
も
考
慮
に
入
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
が
、
吉
宗
と
の
度
重
な
る
問
答
で
見
た
よ
う
に
、
基
本
的
に
は

よ
り
広
範
に
適
用
さ
れ
る
例
贖
に
関
心
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

3.

『大
明
律
例
訳
義
』

①

｢律
大
意
」

『大
明
律
例
訳
義
』
に
お
け
る
学
山
の
贖
刑
に
対
す
る
見
解
を
検
討
す
る
に
は
、
第
一
に
、『
訳
義
』
の
首
巻
に
設
け
ら
れ
た
「
律
大

意
」
に
着
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
述
の
通
り
、
こ
こ
に
学
山
の
刑
事
行
刑
思
想
の
要
点
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
「
律
大
意
」
の
一
箇
条
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
贖
刑
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
が
存
在
す
る
。
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役
人
た
る
者
、
む
か
し
よ
り
の
仕
く
せ
に
な
ら
ふ
て
、
犯
人

ト
ガ
ニ
ン

を
と
ら
ゆ
る
と
、
直ヂ

キ

に
監ラ

ウ

に
入
れ
、
倉
入

ク
ラ
イ
リ

を
さ
す
る
事
を
す
。
一
人

牢
へ
入
る
と
、
其
者
の
一
家
の
う
れ
ひ
な
げ
き
、
お
そ
れ
か
な
し
む
事
い
ふ
は
か
り
な
し
。
そ
の
人
に
よ
り
、
老
親
あ
つ
て
妻
女

の
な
き
も
あ
り
。
少ワ

カ

き
女
房
ば
か
り
に
て
、
小コ

侄ヲ
イ

の
類
の
な
き
も
あ
り
。
家
貧
に
路ミ

チ

遠
く
、
牢
屋
の
み
つ
き
を
す
る
事
の
な
ら
ぬ

も
あ
り
。
或
ハ
家
に
病
人
あ
る
も
あ
り
。
又
ハ
其
身
病
気
あ
る
者
も
あ
り
。
或
ハ
寒
き
冬
の
比コ

ロ

、
綿
入

ワ
タ
イ
レ

の
衣キ

る
物
を
着
ぬ
者
も
あ

り
。
又
ハ
其ソ

ノ

身ミ

空
手

ク
ウ
シ
ユ

（
一
銭
も
、
も
た
ぬ
也
。）
枵カ

ウ

腹フ
ク

（
空
腹
）
に
て
、
牢
屋
の
役
人
を
た
の
ミ
、
手テ

入イ
レ

す
る
事
な
ら
ぬ
も
あ
り
。
た

と
へ
其
人
ハ
死
す
べ
き
咎ト

ガ

な
り
と
も
、
役
人
た
る
者
ハ
、
随
分
に
思
ひ
や
り
、
そ
の
者
の
心
に
な
り
て
、
諸
事
を
く
ミ
は
か
る
べ

し
。
い
は
ん
や
軽
く
小ス

コ
シ

き
な
る
事
に
て
、
牢
に
入
る
ゝ
と
云
事
ハ
あ
る
ま
じ
き
事
な
り
。
民
の
父
母
た
る
者
、
此
段
を
お
も
ふ

べ
し
。
国
々
処
々
の
役
人
の
手
前
に
て
も
、
死
罪
に
行
ふ
べ
き
と
、
軍
に
充ミ

つ
る
と
、
擺ハ

イ

站セ
ン

す
る
者
と
、
官
へ
入
れ
、
官
へ
還
す

贓
物
あ
る
者
の
、
牢
へ
入イ

レ

ね
ば
な
ら
ぬ
者
ハ
各
別
、
其
外
は
徒ツ

罪ザ
イ

と
い
へ
ど
も
、
有ア

ツ
テ

レ

力チ
カ
ラ

罪
を
贖
ふ
べ
き
者
と
、
及
び
杖
一
百

よ
り
以
下
、
贖

ア
ガ
ナ
ヒ

を
い
る
べ
き
囚
犯

ト

ガ

人ニ
ン

ハ
、
請
合

ウ
ケ
ア
ヒ

を
立タ

テ

て
、
其
処
に
預
け
置
て
、
其ソ

ノ

身ミ

家
に
居
り
て
、
贖

ア
ガ
ナ
ヒ

料レ
ウ

を
才
覚
し
、
日
限

の
通
り
に
出
し
て
、
す
ま
す
や
う
に
す
べ
し
。
律
例
箋
釈(40)

犯
罪
者
を
監
獄
に
拘
禁
す
る
際
の
注
意
点
に
つ
い
て
述
べ
た
条
目
で
あ
る
。
本
条
目
で
は
役
人
が
安
易
に
犯
罪
者
を
捕
え
拘
禁
す
る

こ
と
を
強
く
戒
め
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
本
条
目
は
、
犯
罪
者
本
人
が
拘
禁
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
者
の
家
族
が
、
い
か
に

困
窮
す
る
か
に
つ
い
て
事
細
か
に
述
べ
、
ま
た
犯
罪
者
自
身
が
病
身
で
あ
っ
た
り
、
貧
困
で
あ
っ
た
り
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
注
意
を

促
し
て
い
る
。
そ
し
て
役
人
は
た
と
え
死
刑
と
な
る
囚
人
で
あ
っ
て
も
、
親
身
に
な
っ
て
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
い
わ
ん
や
軽
微

な
犯
罪
で
、
犯
罪
者
を
拘
禁
す
る
こ
と
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
る
。
そ
し
て
死
罪
や
充
軍
・
擺
站
・
贓
罪
な
ど
で
拘
禁
す
る
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以
外
は
、
徒
罪
で
あ
っ
て
も
資
力
が
あ
る
な
ら
ば
、
贖
を
徴
収
し
て
す
ま
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
結
ん
で
い
る(41
)。

と
こ
ろ
で
、
末
尾
に
『
律
例
箋
釈
』
と
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
が
、
本
条
目
は
、『
大
明
律
附
例
』（『
律
例
箋
釈
』）
か
ら
の
引
用
で

あ
る
。
こ
の
『
大
明
律
附
例
』
に
は
「
慎
刑
説
」
と
い
う
項
目
が
存
在
す
る
。「
律
大
意
」
に
お
い
て
『
律
例
箋
釈
』
と
書
か
れ
た
条

目
は
、
こ
の
「
慎
刑
説
」
か
ら
選
ん
で
和
訳
し
た
も
の
で
あ
り(42
)、

こ
こ
に
引
用
し
た
条
目
も
ま
た
、
以
下
に
引
用
す
る
よ
う
に
、
こ
の

「
慎
刑
説
」
に
、
同
じ
内
容
の
も
の
が
存
在
し
て
い
る
。

有
司
習
於
故
套
。
拘
攝
人
犯
。
動
輒
送
監
送
倉
。
不
知
一
人
在
禁
。
一
家
憂
惶
。
或
有
老
親
而
無
妻
室
者
。
或
有
少
婦
而
無
子
姪

者
。
或
家
貧
路
遠
。
不
能
供
給
者
。
或
家
有
病
人
。
或
自
身
抱
病
者
。
或
冬
寒
而
身
無
綿
衣
者
。
或
空
手
枵
腹
。
無
銭
打
点
牢
獄

者
。
即
使
其
人
当
死
。
亦
応
曲
体
其
心
。
況
於
軽
小
事
情
。
豈
宜
泛
繋
之
獄
。
為
民
父
母
。
亟
宜
念
茲
。
各
府
州
県
衛
衙
門
除
死

罪
与
充
軍
擺
站
人
犯
。
及
入
官
還
官
贓
物
。
俱
応
収
禁
追
比
外
。
其
有
力
徒
罪
。
及
杖
一
百
以
下
贖
決
等
犯
。
止
令
干
証
保
領
。

聴
其
寧
家
。
輳
辦
。
限
期
完
納
。
…
…(43
)

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
た
内
容
は
学
山
独
自
の
も
の
で
は
な
い
の
で
は
あ
る
が
、
本
内
容
を
抜
粋
・
和
訳
し
、
自
ら
の
著

書
の
冒
頭
に
掲
げ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
れ
を
学
山
の
刑
事
思
想
と
し
て
捉
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

学
山
は
す
で
に
参
訂
の
記
述
に
お
い
て
「
民
ヲ
恵
ム
ノ
意
深
シ
」
と
述
べ
、
ま
た
『
喜
朴
考
』
に
お
い
て
「
誠
仁
政
ノ
一
端
ナ
リ
」

と
述
べ
て
、
贖
刑
が
人
民
に
仁
恵
を
施
す
制
度
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
お
い
て
も
学
山
は
、
犯
罪
者
や

そ
の
家
族
へ
の
配
慮
と
い
う
、
仁
政
の
観
点
か
ら
贖
刑
を
大
い
に
評
価
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
学
山
の
こ
の
贖
刑
に
対
す
る
好
意
的
な
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態
度
は
、『
大
明
律
附
例
』
の
「
慎
刑
説
」
に
由
来
す
る
と
想
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

②

｢贖
法
」「
罪
名
」

学
山
が
贖
刑
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
、
末
巻
の
「
罪
名
」
お
よ
び
「
贖
法
」
と
い
う
両
項
目
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
前
後
は
逆
転
す
る
が
、
先
に
「
贖
法
」
の
方
よ
り
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
「
贖
法(44
)」

と
い
う
題
名
に
付
さ
れ
た
説
明
で
あ
る
が
、「
律
と
条
例
と
の
か
は
り
あ
り
。
律
の
立タ

テ

た
る
所
ハ
、
在
京
在
外
の
差

別
な
く
し
て
、
条
例
に
は
内
外
の
た
が
ひ
あ
り(45
)。」

と
述
べ
て
、
贖
刑
に
は
律
に
よ
る
も
の
と
、
条
例
に
よ
る
も
の
と
が
あ
る
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。

本
項
目
は
、〔
⚖
〕「
律
の
贖

ア
ガ
ナ
ヒ

法ハ
ウ

」・〔
⚗
〕「
収ム

ルレ

贖
ア
カ
ナ
ヒ
ヲ

法
」・〔
⚘
〕「
徒ノ

限
内
収ム
レ

贖ヲ

」・〔
⚙
〕「
在テ
レ

京ニ

納イ
ル

レヽ

贖
ア
カ
ナ
ヒ
ヲ

諸
例
」・〔
10
〕

「
在テ
レ

外ニ

納イ
ル

レヽ

贖
ア
ガ
ナ
ヒ
ヲ

諸
例
」・〔
11
〕「
律
収ム

ルレ

贖
ア
ガ
ナ
ヒ
ヲ

鈔
」・〔
12
〕「
例
贖

ア
ガ
ナ
フレ

罪ヲ

鈔
」・〔
13
〕「
銭セ

ン

鈔シ
ヤ
ウ

兼カ
ネ

収オ
サ
ム

」・〔
14
〕「
折
杖
」・〔
15
〕

「
雜
犯
又
犯ヲ

カ
ス

者モ
ノ

贖
ア
ガ
ナ
ヒ

鈔シ
ヤ
ウ

」
の
全
十
条
か
ら
成
っ
て
い
る
（
以
下
、
か
っ
こ
内
の
番
号
は
引
用
元
よ
り
）。

本
項
目
の
内
容
に
つ
い
て
は
、「「
律
の
贖
法
」
は
名
例
の
五
刑
を
も
と
に
作
成
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
他
は
お
も
に
明
律
注
釈
書
の

附
図
（
六
贓
図
、
在
京
納
贖
例
図
、
在
外
納
贖
諸
例
図
、
収
贖
鈔
図
）
に
も
と
づ
い
た
と
考
え
ら
れ
る(46
)。」

と
の
指
摘
が
あ
る
。

各
条
目
に
も
学
山
に
よ
る
注
記
が
存
在
す
る
。
こ
れ
を
参
考
に
そ
れ
ぞ
れ
の
条
目
を
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。〔
⚖
〕「
律

の
贖
法
」
は
指
摘
の
通
り
、
五
刑
条
の
贖
銅
銭
の
記
述
を
転
載
し
た
も
の
で
あ
る
。〔
⚗
〕「
収
贖
法
」
は
誣
告
の
場
合
の
収
贖
、〔
⚘
〕

「
徒
限
内
収
贖
」
は
、
徒
刑
の
刑
期
中
に
七
〇
歳
や
廃
疾
と
な
っ
た
場
合
の
収
贖
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
「
例
に
ハ

在
京
在
外
の
差
別
あ
り
。
左
に
録
す(47
)。」

と
し
て
、
納
贖
に
関
す
る
条
目
が
続
く
。
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〔⚙
〕「
在
京
納
贖
諸
例(48
)」

に
は
、
納
贖
の
方
法
の
名
称
と
と
も
に
、
労
役
の
年
数
や
納
め
る
物
資
の
量
、
折
銀
の
額
が
列
挙
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
も
学
山
に
よ
る
割
注
に
よ
る
注
記
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
以
下
順
番
に
名
称
と
、
そ
の
注
記
を
並
べ
る
と
、

「
做ソ

工コ
ウ

」（
做
工
は
、
作
事
方
・
普
請
方
、
其
外
役
所
・
人
足
等
の
入
る
所
へ
遣
し
て
、
は
た
ら
か
せ
て
、
罪
を
あ
が
な
は
す
る
事
な
り
。）、「
納ナ

ウ

米ベ
イ

」

（
米
を
納
れ
て
、
罪
を
あ
が
な
ふ
を
云
。）、「
運
灰
」（
石
灰

イ
シ
ハ
イ

を
運
で
、
罪
を
あ
が
な
ふ
を
云
。）、「
運
甎

ウ
ン
セ
ン

」（
し
き
か
ハ
ら
を
は
こ
び
て
、
罪
を
あ
が

な
ふ
を
云
。）、「
運
碎
甎

ウ
ン
サ
イ
セ
ン

」（
碎
け
た
る
か
ハ
ら
を
、
は
こ
ぶ
事
な
り
。）、「
運ウ

ン
ス二

水
和
炭

ス
イ
ク
ワ
タ
ン
ヲ一

」（
炭
を
は
こ
ぶ
事
か
。
水
和
炭
未
レ

詳
。）、「
運
石

ウ
ン
セ
キ

」

（
石
を
は
こ
ぶ
事
。）、「
老
疾
折
銭

ラ
ウ
シ
ツ
セ
ツ
セ
ン

」（
老
人
廃
疾
の
者
、
罪
を
贖
ふ
を
、
銭
に
直
す
を
云
。）
と
あ
っ
て
、
容
易
に
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

次
の
〔
10
〕「
在
外
納
贖
諸
例
」
に
お
い
て
も
、「
有
力
の
者
ハ
、
米
を
納イ

れ
し
む
」、「
稍
有
力ノ

者
」（
做
工
の
価ア

タ
ヒ

を
云(49
)。）

と
し
て
、

同
様
に
名
称
に
注
記
を
行
う
と
と
も
に
、
別
途
以
下
の
よ
う
な
注
釈
を
入
れ
て
い
る
。

無ブ

力リ
ヨ
ク

・
有イ

ウ

力リ
ヨ
ク

・
稍シ

ヤ
ウ

有イ
ウ

力リ
ヨ
ク

の
三
等
を
分
ツ
。
無
力
は
、
家
貧
に
し
て
、
罪
を
あ
が
な
ふ
力
な
き
を
云
。
有
力
ハ
、
家
富フ

ウ

貴キ

に
し
て
、
罪
を
あ
が
な
ふ
力
あ
る
を
云
。
稍
有
力
ハ
、
二
品
の
間
に
し
て
、
や
う
〳
〵
出
す
事
の
な
る
を
云
。

無
力
の
者
は
、
笞
罪
よ
り
杖
一
百
迄
ハ
、
定
め
の
通
り
、
罪
次
第
に
打
て
す
ま
し
、
徒
一
年
よ
り
雜
犯
死
罪
迄
は
、
其
年
数
程
、

民
ハ
擺ハ

イ

站セ
ン

せ
し
め
、
軍
を
ば
哨
瞭
せ
し
む
。
内ウ

チ

軍
官
の
職
事
あ
る
者
ハ
、
雜
犯
の
死
罪
ハ
、
五
年
立
功
せ
し
め
、
力
あ
る
者
な
れ

バ
、
米
を
納イ

れ
し
め
、
そ
の
年
数
過
る
と
、
本
の
職
に
か
へ
し
て
、
帯
俸
差
操
せ
し
む
。

以
上
の
よ
う
に
、
有
力
・
稍
有
力
の
者
は
、
納
米
や
、
做
工
の
価
に
よ
っ
て
贖
罪
で
き
、
無
力
の
者
で
あ
っ
て
も
、
擺
站
・
哨
瞭
に
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よ
っ
て
贖
罪
で
き
る
こ
と
が
理
解
可
能
な
説
明
と
な
っ
て
い
る
。

続
い
て
「
罪
名(50
)」

の
項
目
に
移
り
た
い
。「
罪
名
」
と
い
う
項
目
は
、
真
犯
死
罪
・
雜
犯
死
罪
の
一
覧
表
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た

『
大
明
律
附
例
』
を
参
照
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る(51
)。

前
章
に
お
い
て
検
討
し
た
『
大
明
律
例
諺
解
』
の
「
死
罪
」
に
相
当
す
る
項
目
で

あ
る
。

こ
こ
で
学
山
は
、〔
⚓
〕「
雜
犯ノ

死
罪
」
の
説
明
と
し
て
、「
同
し
死
罪
の
内
に
て
も
、
罪
ハ
重
く
、
其
こ
ゝ
ろ
は
あ
は
れ
む
べ
く
し

て
、
贖

ア
ガ
ナ
ヒ

を
ゆ
る
す
者
を
云(52
)。」

と
述
べ
て
、「
雜
犯
死
罪
」
が
、
死
罪
の
中
で
も
贖
が
許
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
一
文
は
、
篁
洲
が
『
大
明
律
例
諺
解
』
に
お
い
て
、「
雜
犯
ハ
罪
ヲ
云
ヘ
ハ
甚
重
ケ
レ
ト
モ
、
本ハ

過
失
ヨ
リ
出テ

其ノ

情
宥
ム
ヘ
キ
者(53
)」

と
述
べ
て
い
た
の
と
類
似
す
る
。

｢贖
法
」
と
「
罪
名
」
に
あ
た
る
項
目
に
対
す
る
注
釈
を
、
共
に
備
え
た
日
本
の
明
律
注
釈
書
は
『
大
明
律
例
訳
義
』
が
唯
一
で
あ

る
。『
大
明
律
例
諺
解
』
は
『
訳
義
』
の
「
罪
名
」
に
あ
た
る
「
死
罪
」
の
項
目
を
持
つ
の
み
で
あ
り
、
さ
ら
に
『
明
律
国
字
解
』
は

両
者
の
注
釈
を
欠
い
て
い
る
。
明
代
の
贖
刑
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
、
両
項
目
に
対
す
る
注
釈
を
備
え
る
『
大
明
律
例
訳
義
』
を
見

る
と
き
、
学
山
が
贖
刑
を
い
か
に
重
視
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

③

本

文

続
い
て
『
大
明
律
例
訳
義
』
の
本
文
か
ら
、
学
山
が
贖
刑
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た
の
か
検
討
し
た
い
の
で
あ
る
が
、『
訳
義
』

の
本
文
は
基
本
的
に
「
明
律
」
と
「
問
刑
条
例
」
の
和
訳
か
ら
成
っ
て
お
り
、『
大
明
律
例
諺
解
』
の
よ
う
に
条
文
の
趣
旨
や
、
そ
の

理
念
を
論
じ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
よ
っ
て
学
山
自
身
の
言
葉
を
見
出
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
各
条
文
に
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注
記
さ
れ
た
当
該
条
文
の
大
意
や
、
必
要
に
応
じ
て
挿
入
さ
れ
て
い
る
割
注
に
お
い
て
は
、
学
山
自
身
の
言
葉
に
よ
る
説
明
が
な
さ
れ

て
い
る
。

『喜
朴
考
』
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
た
、〔
21
〕
名
例
律
・
老
小
廃
疾
収
贖
条
の
大
意
を
一
例
と
し
て
以
下
に
掲
げ
る
。

老
人
と
小
児
と
廃
疾
の
者
と
は
、
た
と
へ
罪
を
犯
し
た
り
と
て
も
、
刑
罰
に
は
不
レ

行
、
銭
鈔
を
出
さ
せ
て
罪
を
ゆ
る
す
を
い
ふ(54
)。

ま
た
五
刑
条
の
条
例
の
訳
文
を
抜
粋
し
て
掲
げ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

…
…
此
類
は
、
笞
杖
徒
流
に
す
べ
き
罪
、
又
死
罪
と
い
へ
ど
も
、
雜
犯
と
て
、
過
代
に
金
銀
を
出
せ
ば
、
ゆ
る
す
ほ
ど
の
罪
を
犯

し
た
る
分
ハ
、
過
代
に
炭
を
運
せ
、（
運
炭
と
云
。）
石
灰

イ
シ
ハ
イ

を
運
せ
、（
運
灰
と
云
。）

甎
シ
キ
カ
ハ
ラ

を
は
こ
ば
せ
、（
運
甎

ウ
ン
セ
ン

と
云
。）
又
は
米
を

上
納
さ
せ
、（
納
米
と
云
。）
又
は
直
に
炭
・
石
灰
を
納イ

レ

さ
せ
、（
納
料
と
云
。）
な
ど
し
て
、
罪
を
贖
ハ
し
む
。（
炭
を
は
こ
び
、
石
灰

等
を
は
こ
ぶ
と
て
も
、
犯
人
に
自
身
は
こ
バ
す
る
に
あ
ら
ず
、
は
こ
ぶ
ほ
ど
の
賃
金
を
出
さ
す
る
な
り
。）
…
…
過
代
を
出
せ
ば
、
罪
を
免ユ

ル

す

は
づ
の
者
と
い
へ
ど
も
、
無
力
に
し
て
、（
無
力
と
は
勝
手
不
如
意
に
し
て
、
過
代
を
出
す
ち
か
ら
な
き
を
い
ふ
。）
金
銀
を
出
す
こ
と
の

な
ら
ぬ
者
ハ
、
笞
罪
杖
罪
の
分
ハ
、
直
に
定
り
た
る
ほ
ど
打
て
す
ま
す
。
若モ

シ

徒
罪
流
罪
か
、
又
ハ
雜
犯
の
死
罪
な
ど
を
犯
し
て
、

過
代
を
出
す
事
の
な
ら
ぬ
者
ハ
、
も
し
在
京
の
者
な
れ
バ
、
作
事
方
へ
や
り
て
做ソ

工コ
ウ

せ
し
む
。（
做
工
は
、
犯
人

ト
カ
ニ
ン

を
作
事
の
事
に
つ
か

ふ
を
い
ふ
。
炭
灰
を
は
こ
ぶ
こ
と
も
、
そ
の
う
ち
に
あ
り
。）
国
々
の
者
な
れ
バ
、
百
姓
を
ば
擺ハ

イ

站セ
ン

せ
し
め
、（
擺
站
ハ
、
宿
次
の
伝
馬
人

足
に
す
る
な
り
。）
軍
人
（
武
士
）
な
れ
バ
哨シ

ヤ
ウ

瞭リ
ヤ
ウ

せ
し
む
。（
哨
瞭
は
、
哨
台
と
い
ふ
遠
見
番
所
に
つ
か
ハ
し
、
昼
夜
遠
見
番
を
さ
す
る
な
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り
。）
そ
の
内
、
罪
重
き
者
に
ハ
、
塩
を
や
か
せ
、
鉄
を
ふ
か
す
る
事
を
さ
せ
て
、
罪
を
贖
ハ
し
む
。
死
罪
の
者
に
は
五
年
、
流

罪
ハ
四
年
、
徒
罪
ハ
、
徒
の
年
数
ほ
ど
勉
め
さ
す
る
也
。
…
…(55
)

贖
を
「
過
代
」
と
訳
す
の
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
通
り
学
山
の
定
訳
で
あ
る
。
割
注
の
説
明
に
あ
る
「
伝
馬
人
足
」
の
よ
う
な
用

語
は
、
当
時
の
日
本
の
制
度
を
反
映
さ
せ
た
、『
訳
義
』
特
有
の
平
易
な
和
訳
の
好
例
で
あ
ろ
う
。「
炭
を
は
こ
び
、
石
灰
等
を
は
こ
ぶ

と
て
も
、
犯
人
に
自
身
は
こ
バ
す
る
に
あ
ら
ず
、
は
こ
ぶ
ほ
ど
の
賃
金
を
出
さ
す
る
な
り
。」
と
い
う
の
は
、
単
な
る
和
訳
で
は
な
い

学
山
自
身
に
よ
る
説
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
篁
洲
の
『
諺
解
』
の
同
箇
所
に
見
え
る
、「
必
ス
シ
モ
犯
人
ノ
本
身
ヲ
拘
役
ス
ル
ニ
非
ス
。

此ノ

工
ヲ
雇ヤ

ト

フ
賃
銀
ヲ
出
サ
シ
ム
ル
也(56
)。」

と
い
う
文
章
と
類
似
し
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
、
学
山
が
『
諺
解
』
の
注
釈
を
参
考
と

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

4.

『大
明
律
例
詳
解
』

続
い
て
学
山
晩
年
の
著
作
で
あ
る
『
大
明
律
例
詳
解
』
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

『詳
解
』
の
名
例
律
・
五
刑
条
・
流
刑
三
の
注
に
は
以
下
の
よ
う
に
、
榊
原
篁
洲
の
贖
刑
論
を
批
判
し
た
記
述
が
存
在
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る(57
)。

凡
ソ
贖
ト
云
、
罪
ノ
カ
ワ
リ
ニ
物
ヲ
出
シ
テ
罪
ヲ
免
ル
丶
ヲ
云
。
今
ノ
世
ノ
過
料
也
。
笞
罪
ヨ
リ
死
罪
ニ
至
テ
皆
、
贖
法
ヲ
載
ス
。

我
同
寮
、
榊
原
玄
輔
、
其
説
ヲ
不
レ

然
。

リ
ト

律
例
諺
解
ヲ
作
ル
時
曰
、
三
流
罪
已
ニ
重
シ
。
猶
贖
ヲ
収
ル
ハ
良
法
ニ
非
ス
。
然
レ
ト
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モ
歴
代
贖シ

ム
。
但
、
宋
ノ
世
ニ
ハ
軽
罪
ヲ
ノ
ミ
贖
ヲ
用
ユ
。
仁
宗
ノ
時
贖
法
ヲ
立
ン
ト
欲ス

。
議
者
曰
、
富
人
ハ
贖
ヲ
以
テ
刑
ニ
中

ラ
ス
、
貧
人
ハ
免
ル
丶
コ
ト
ヲ
不
レ

得
シ
テ
、
刑
政
不
平
ト
云
。
其
事
遂
ニ
寝
ヌ
。
日
本
近
世
、
贖
法
ヲ
不
立
。
故
ニ
罪
人
ノ
貧

富
ニ
拘
ラ
ス
刑
罰
均
ク
当
ル
。
誠
善
政
也
。

今
朝
在
紀
藩
大
ニ
玄
輔
カ
説
ヲ
是
ト
セ
ズ
。
撲
ニ
命
シ
テ
諺
解
ヲ
校
正
セ
シ
ム
ル
。
其
説
ヲ
刊
ラ
シ
ム
。
詳
ナ
ル
コ
ト
撲
カ
唐
律

諺
解
ニ
載
ス
。
故
ニ
今
此
ニ
不
記(58
)。

徳
川
吉
宗
は
和
歌
山
藩
主
の
時
代
に
は
す
で
に
、
以
上
の
よ
う
な
篁
洲
（
玄
輔
）
の
贖
刑
に
対
す
る
見
解
を
是
と
せ
ず
、
そ
こ
で
学

山
に
『
諺
解
』
の
校
正
を
命
じ
て
、
贖
刑
に
つ
い
て
の
記
述
を
削
除
さ
せ
た
と
述
べ
る
。『
諺
解
』
を
校
正
し
て
、
そ
の
贖
刑
の
説
を

削
除
し
た
と
い
う
の
は
、
先
に
挙
げ
た
参
訂
の
記
述
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る(59
)。

吉
宗
が
実
際
に
、
篁
洲
の
見
解
に
対
し
て
否
定
的
だ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
留
保
が
必
要
だ
が
（
前
述
の
『
喜
朴
考
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、

吉
宗
が
篁
洲
の
意
見
に
疑
問
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う(60
)）、

学
山
が
早
い
時
期
か
ら
篁
洲
の
贖
刑
論
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
り
、

晩
年
に
当
た
る
『
詳
解
』
の
執
筆
時
に
お
い
て
も
な
お
、
こ
う
し
た
見
解
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
な
お
、
学
山
は
自
身

の
論
の
詳
細
を
『
唐
律
諺
解
』
に
載
せ
た
と
す
る
が
、『
唐
律
諺
解
』
に
つ
い
て
は
今
日
未
詳
で
あ
る(61
)。

『詳
解
』
の
注
釈
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
篁
洲
の
『
大
明
律
例
諺
解
』
と
荻
生
徂
徠
の
『
明
律
国
字
解
』
の
折
衷
と
い

う
評
価
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
五
刑
条
附
の
条
例
に
対
す
る
注
釈
の
冒
頭
部
分
を
見
て
も
、「
此
条
ハ
、
本
律
ニ
五
刑
ヲ
立

タ
レ
ト
モ
、
太
平
日
久
シ
ク
、
刑
法
厳
酷
ニ
過
ル
コ
ト
ア
リ
。
ソ
レ
ヲ
厭
テ
刑
ノ
名
ハ
其
儘
立
置
ナ
カ
ラ
、
的
決
ト
贖
罪
ノ
品
ヲ
分
テ

載
タ
リ(62
)。」

と
、
徂
徠
の
『
国
字
解
』
の
記
述(63
)ほ

ぼ
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、
以
降
の
注
釈
も
ま
た
『
諺
解
』
と
『
国
字
解
』
と
の
折
衷
で
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あ
る
。
そ
の
他
、
名
例
律
の
条
文
を
見
て
も
、
両
書
の
折
衷
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。

こ
の
よ
う
に
『
大
明
律
例
詳
解
』
か
ら
、
学
山
独
自
の
贖
刑
に
つ
い
て
の
見
解
を
見
出
す
の
は
困
難
な
の
で
は
あ
る
が
、「
今
朝
在

紀
藩
大
ニ
玄
輔
カ
説
ヲ
是
ト
セ
ズ
」
の
記
述
か
ら
は
、
少
な
く
と
も
、
学
山
が
晩
年
に
至
る
ま
で
、
自
身
の
贖
刑
肯
定
論
に
自
信
を
抱

い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

(四
）
小

括

高
瀬
学
山
の
贖
刑
論
に
つ
い
て
、
本
章
で
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
学
山
が
贖
刑
に
全
面
的
に
賛
成
し
て
い
る
こ
と
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
律

に
お
け
る
収
贖
（
律
贖
）
の
場
合
に
と
ど
ま
ら
ず
、
条
例
に
お
け
る
贖
罪
・
納
贖
（
例
贖
）
を
も
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

学
山
は
、『
大
明
律
例
諺
解
』
の
参
訂
の
記
述
で
は
、「
雜
犯
ノ
死
罪
」
に
も
贖
が
許
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、『
喜
朴
考
』
で

は
、
做
工
・
擺
站
・
哨
瞭
な
ど
に
よ
る
贖
罪
に
つ
い
て
、
吉
宗
の
諮
問
に
答
え
る
形
で
論
じ
て
い
た
。
そ
し
て
『
大
明
律
例
訳
義
』
の

「
律
大
意
」
に
お
い
て
は
、『
大
明
律
附
例
』
の
「
慎
刑
説
」
を
引
く
形
で
、
徒
罪
で
あ
っ
て
も
資
力
が
あ
る
な
ら
ば
、
贖
刑
を
適
用
す

べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。

学
山
が
贖
刑
に
つ
い
て
、
老
幼
廃
疾
や
過
失
殺
傷
と
い
っ
た
、
律
贖
を
想
定
し
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
例

贖
に
つ
い
て
も
全
面
的
に
賛
成
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
従
来
、
学
山
の
贖
刑
論
に
対
し
て
は
『
書
経
』
や
そ
の
注
釈
書
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
本
章
で
の
検
討
の
結
果
、

学
山
は
贖
刑
に
つ
い
て
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、『
大
明
律
附
例
』（『
律
例
箋
釈
』）
の
記
述
を
幾
度
も
引
用
・
参
照
し
て
お
り
、
そ
の
影
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響
を
強
く
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。『
訳
義
』
の
「
律
大
意
」
や
、『
喜
朴
考
』
に
お
け
る
『
大
明
律
附
例
』
の
利

用
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
指
摘
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
本
章
で
改
め
て
確
認
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
『
諺

解
』
参
訂
の
記
述
に
は
、
す
で
に
『
大
明
律
附
例
』
の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
新
た
に
示
し
た
。

も
っ
と
も
儒
学
者
た
る
学
山
が
、『
書
経
』
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
従
来
の
指
摘

も
看
過
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
儒
教
文
献
の
影
響
は
あ
る
と
し
て
も
、
よ
り
直
接
的
に
は
、
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た

明
律
注
釈
書
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
学
山
は
篁
洲
の
贖
刑
論
を
批
判
し
て
い
た
の
で
は
あ
っ
た
が
、
特
に
『
大
明
律
例
訳
義
』
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
篁
洲
の

『
大
明
律
例
諺
解
』
の
説
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。『
訳
義
』
を
め
ぐ
っ
て
は
、「
喜
朴
は
『
諺
解
』
を
補
訂
し
た
一

人
で
あ
る
か
ら
、『
訳
義
』
著
述
に
あ
た
っ
て
こ
の
書
を
参
照
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、『
諺
解
』
の
注
釈
を
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
る
か
の
具
体
的
な
検
証
も
今
後
の
課
題
で
あ
る(64
)。」

と
さ
れ
て
い
た
が
、
本
章
の
検
討
に
よ
り
、
学
山
に
よ
る

『
諺
解
』
利
用
の
実
態
が
、
少
な
か
ら
ず
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『喜
朴
考
』
に
お
け
る
学
山
の
回
答
を
見
る
な
ら
ば
、
学
山
は
幕
府
刑
法
へ
の
贖
刑
の
導
入
に
積
極
的
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ

う
。
周
知
の
よ
う
に
、
幕
府
に
よ
っ
て
贖
刑
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
藩
法
に
お
い
て
は
、
贖
刑
の
制
度
を
有
す
る

も
の
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
学
山
の
『
大
明
律
例
訳
義
』
は
、
熊
本
藩
や
会
津
藩
な
ど
諸
藩
に
影
響
を
与
え

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
諸
藩
の
刑
法
に
お
い
て
、
贖
刑
が
ど
の
よ
う
に
立
法
さ
れ
て
い
る
か
、
今
後
検
討
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
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(⚑
)
小
林
宏
「
徳
川
吉
宗
と
過
料
刑
の
成
立
―
―
立
法
に
お
け
る
経
書
の
意
義
に
寄
せ
て
―
―
」（
小
林
宏
『
日
本
に
お
け
る
立
法
と
法
解
釈
の

史
的
研
究

第
二
巻

近
世
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）《
初
出
・『
法
史
学
研
究
会
会
報
』
第
九
号
、
二
〇
〇
四
年
》
七
二
頁
。

(⚒
)
小
林
「
徳
川
吉
宗
と
過
料
刑
の
成
立
」
七
三
頁
。

(⚓
)
小
林
「
徳
川
吉
宗
と
過
料
刑
の
成
立
」
八
四
頁
。

(⚔
)
名
は
忠
敦
、
字
は
喜
朴
・
希
朴
・
希
樸
な
ど
、
学
山
は
号
。

高
瀬
学
山
の
「
明
律
」
に
関
す
る
著
作
に
つ
い
て
言
及
し
た
主
な
研
究
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

•
小
早
川
欣
吾
「
明
律
令
の
我
近
世
法
に
及
ぼ
せ
る
影
響
」（『
東
亜
人
文
学
報
』
第
四
巻
第
二
号
、
一
九
四
五
年
）

•
松
下
忠
『
紀
州
の
藩
学
』
第
七
章
「
大
明
律
研
究
―
―
榊
原
篁
洲
と
高
瀬
学
山
―
―
」（
鳳
出
版
、
一
九
七
四
年
）

•
H
enderson,D
an
Fenno,Chinese
Legal
Studies
in
Early
18th
Century
Japan
:Scholars
and
Sources.Journal
of
A
sian

Studies
V
ol.30,N
o.1
(N
ov.,1970),pp.21-56.

•
柏
原
卓
「『
明
律
考
』
三
本
の
比
較
」（『
和
歌
山
大
学
教
育
学
部
紀
要

人
文
科
学
』
第
三
〇
集
、
一
九
八
一
年
）

•
柏
原
卓
「
国
語
資
料
と
し
て
み
た
高
瀬
学
山
の
明
律
注
釈
書
に
つ
い
て
」（『
語
文
研
究
』
第
五
二
・
五
三
合
併
号
、
一
九
八
二
年
）

•
福
井
保
『
江
戸
幕
府
編
纂
物

解
説
編
』（
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
三
年
）

•
大
庭
脩
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
中
国
文
化
受
容
の
研
究
』
第
三
章
第
二
節
第
二
項
「
徳
川
吉
宗
と
高
瀬
学
山
」（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
四
年
）

•
高
塩
博
「
東
京
大
学
法
学
部
所
蔵
の
明
律
註
釈
書
―
―
『
大
明
律
例
諺
解
』『
大
明
律
例
訳
義
』『
大
明
律
例
詳
解
』
―
―
」（
高
塩
博
『
日
本

律
の
基
礎
的
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
）《
初
出
・『
國
學
院
雑
誌
』
第
八
七
巻
第
九
号
、
一
九
八
六
年
》

•
小
林
宏
・
高
塩
博
編
『
高
瀬
喜
朴
著

大
明
律
例
訳
義
』（
創
文
社
、
一
九
八
九
年
）

•
高
塩
博
「『
大
明
律
例
訳
義
』
に
つ
い
て
」（
小
林
・
高
塩
前
掲
『
大
明
律
例
訳
義
』）《
初
出
・
高
塩
前
掲
『
日
本
律
の
基
礎
的
研
究
』》

•
小
林
宏
「
徳
川
幕
府
法
に
及
ぼ
せ
る
中
国
法
の
影
響
―
―
吉
宗
の
明
律
受
容
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」（
小
林
前
掲
『
日
本
に
お
け
る
立
法
と
法
解

釈
の
史
的
研
究
』）《
初
出
・『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
六
四
輯
、
一
九
八
九
年
》

•
小
林
宏
「
熊
本
藩
と
『
大
明
律
例
訳
義
』」（
小
林
前
掲
『
日
本
に
お
け
る
立
法
と
法
解
釈
の
史
的
研
究
』）《
初
出
・
小
林
・
高
塩
前
掲
『
大
明
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律
例
訳
義
』》

•
高
塩
博
「
会
津
藩
に
お
け
る
『
大
明
律
例
訳
義
』
の
参
酌
」（
池
田
温
編
『
日
中
律
令
制
の
諸
相
』
東
方
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）

•
高
塩
博
「
江
戸
時
代
享
保
期
の
明
律
研
究
と
そ
の
影
響
」（
高
塩
博
『
江
戸
幕
府
法
の
基
礎
的
研
究
《
論
考
篇
》』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年
）

《
初
出
・
池
田
温
、
劉
俊
文
編
『
日
中
文
化
交
流
史
叢
書

第
二
巻

法
律
制
度
』
大
修
館
書
店
、
一
九
九
七
年
》

(⚕
)
堀
田
璋
左
右
、
川
上
多
助
編
『
日
本
偉
人
言
行
資
料

先
哲
叢
談
後
編
一
』（
国
史
研
究
会
、
一
九
一
六
年
）
一
二
四
頁
。

(⚖
)
高
塩
「『
大
明
律
例
訳
義
』
に
つ
い
て
」
七
一
〇
―
七
一
二
頁
参
照
。

(⚗
)
『大
明
律
例
訳
義
』
に
つ
い
て
は
お
も
に
、
松
下
『
紀
州
の
藩
学
』
一
三
三
・
一
三
四
頁
、
柏
原
「
国
語
資
料
と
し
て
み
た
高
瀬
学
山
の
明

律
注
釈
書
に
つ
い
て
」
一
二
八
―
一
三
一
頁
、
高
塩
「『
大
明
律
例
訳
義
』
に
つ
い
て
」
を
参
照
。

(⚘
)
高
塩
「『
大
明
律
例
訳
義
』
に
つ
い
て
」
七
一
八
・
七
一
九
頁
参
照
。

(⚙
)
高
塩
「『
大
明
律
例
訳
義
』
に
つ
い
て
」
七
二
〇
頁
参
照
。

(10
)
王
樵
私
箋
、
王
肯
堂
集
釈
『
大
明
律
附
例
』（『
律
例
箋
釈
』）
に
つ
い
て
は
、
瀧
川
政
次
郞
「
明
代
刑
法
典
概
説
（
二
・
完
）」（『
法
学
協

会
雑
誌
』
第
六
〇
巻
第
七
号
、
一
九
四
二
年
）
一
一
九
九
頁
（
註
三
）、
谷
井
俊
仁
「
王
樵
の
著
述
出
版
活
動
」（
磯
部
彰
編
集
『
東
ア
ジ
ア

出
版
文
化
研
究

こ
は
く
』
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。
本
書
は
、
王
樵
の
『
読
律
私
箋
』
に
、
息
子
の
王
肯
堂
が
注
釈
を
増
補
し

て
成
立
し
た
明
律
注
釈
書
で
あ
る
。
清
代
に
お
い
て
も
、
康
煕
三
〇
年
（
一
六
九
一
）
に
、『
王
肯
堂
箋
釈
』
と
し
て
復
刊
さ
れ
て
お
り
高
い

評
価
が
な
さ
れ
て
い
た
（
谷
井
「
王
樵
の
著
述
出
版
活
動
」
六
一
・
一
〇
二
・
一
〇
三
頁
参
照
）。
榊
原
篁
洲
が
『
大
明
律
例
諺
解
』
の
執
筆

に
あ
た
っ
て
用
い
た
書
物
の
中
に
も
、『
明
律
箋
釈
』
の
名
前
が
見
え
て
い
る
（
高
塩
「『
大
明
律
例
訳
義
』
に
つ
い
て
」
七
二
三
頁
参
照
）。

『大
明
律
附
例
』
は
、
国
立
公
文
書
館
「
内
閣
文
庫
」
に
、
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
の
万
暦
刊
本
（
請
求
番
号
：
⚒
⚙
⚖
―
⚐
⚐
⚐
⚒
）
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
王
肯
堂
箋
釈
』（『
王
儀
部
先
生
箋
釈
』）
の
影
印
が
、
楊
一
凡
編
『
中
国
律
学
文
献
』
第
二
輯
第
三
―
五
冊
（
黒

龍
江
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

(11
)
高
塩
「『
大
明
律
例
訳
義
』
に
つ
い
て
」
七
二
〇
―
七
二
二
頁
参
照
。
ま
た
『
喜
朴
考
』
に
お
け
る
『
大
明
律
附
例
』（『
律
例
箋
釈
』）
の

利
用
に
つ
い
て
は
、
小
林
「
徳
川
幕
府
法
に
及
ぼ
せ
る
中
国
法
の
影
響
」
三
九
・
四
〇
頁
参
照
。
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(12
)
高
塩
「『
大
明
律
例
訳
義
』
に
つ
い
て
」
七
二
一
頁
参
照
。

(13
)
高
塩
「『
大
明
律
例
訳
義
』
に
つ
い
て
」
七
二
九
・
七
三
〇
頁
、
高
塩
博
「「
律
令
要
略
」
に
つ
い
て
―
―
「
公
事
方
御
定
書
」
編
纂
期
に

お
け
る
私
撰
の
幕
府
法
律
書
―
―
」（
高
塩
前
掲
『
江
戸
幕
府
法
の
基
礎
的
研
究
』）
一
七
六
―
一
七
九
頁
参
照
。

(14
)
高
塩
「『
大
明
律
例
訳
義
』
に
つ
い
て
」
七
三
〇
―
七
三
二
頁
、
小
林
「
熊
本
藩
と
『
大
明
律
例
訳
義
』」、
高
塩
「
会
津
藩
に
お
け
る
『
大

明
律
例
訳
義
』
の
参
酌
」
参
照
。

(15
)
高
塩
「『
大
明
律
例
訳
義
』
に
つ
い
て
」
七
三
四
頁
以
下
参
照
。

(16
)
『大
明
律
例
詳
解
』
に
つ
い
て
は
お
も
に
、
柏
原
「
国
語
資
料
と
し
て
み
た
高
瀬
学
山
の
明
律
注
釈
書
に
つ
い
て
」
一
三
二
―
一
三
四
頁
、

高
塩
「
東
京
大
学
法
学
部
所
蔵
の
明
律
註
釈
書
」
三
六
一
―
三
六
五
頁
を
参
照
。

(17
)
高
塩
「
東
京
大
学
法
学
部
所
蔵
の
明
律
註
釈
書
」
三
六
一
―
三
六
五
頁
参
照
。

(18
)
柏
原
「
国
語
資
料
と
し
て
み
た
高
瀬
学
山
の
明
律
注
釈
書
に
つ
い
て
」
一
三
三
頁
、
高
塩
「
東
京
大
学
法
学
部
所
蔵
の
明
律
註
釈
書
」
三

六
一
・
三
六
二
頁
参
照
。

(19
)
高
塩
「
東
京
大
学
法
学
部
所
蔵
の
明
律
註
釈
書
」
三
六
一
頁
参
照
。

(20
)
高
塩
「
東
京
大
学
法
学
部
所
蔵
の
明
律
註
釈
書
」
三
六
二
頁
。

(21
)
柏
原
「
国
語
資
料
と
し
て
み
た
高
瀬
学
山
の
明
律
注
釈
書
に
つ
い
て
」
一
三
三
頁
。

(22
)
『大
明
律
例
詳
解
』（
国
立
公
文
書
館
「
内
閣
文
庫
」、
請
求
番
号
：
⚑
⚘
⚒
―
⚐
⚕
⚙
⚙
）。

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

https://w
w
w
.digital.archives.go.jp/das/m
eta/M
2015061709480451764

(23
)
以
上
の
著
作
の
ほ
か
に
、
学
山
の
「
明
律
」
に
関
係
す
る
業
績
と
し
て
は
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
に
な
さ
れ
た
、
朝
鮮
の
明
律
注
釈

書
で
あ
る
『
大
明
律
直
解
』
へ
の
加
点
が
あ
る
。
学
山
に
よ
っ
て
加
点
の
行
わ
れ
た
同
書
は
、『
大
明
律
』（
請
求
番
号
：
⚒
⚙
⚕
―
⚐
⚑
⚐

⚑
）
と
い
う
書
名
で
、
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
は
学
山
に
よ
る
校
勘
の
書
き
込
み
が
存
在
す
る
が
、
私
見
が
多
く
述

べ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
（
柏
原
「
国
語
資
料
と
し
て
み
た
高
瀬
学
山
の
明
律
注
釈
書
に
つ
い
て
」
一
二
七
・
一
二
八
頁
参
照
）。

ま
た
、
学
山
の
著
作
で
あ
る
と
い
う
指
摘
の
存
在
す
る
「
明
律
」
関
係
書
と
し
て
は
、『
明
律
考
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
書
は
「
明
律
」
中

二
八
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の
語
句
に
つ
い
て
解
説
し
た
辞
書
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
本
書
の
著
者
に
つ
い
て
は
、
荻
生
徂
徠
で
あ
る
と
い
う
説
も
存
在
す
る
な
ど
明

ら
か
で
は
な
い
（
柏
原
「『
明
律
考
』
三
本
の
比
較
」、
同
「
国
語
資
料
と
し
て
み
た
高
瀬
学
山
の
明
律
注
釈
書
に
つ
い
て
」
一
三
四
・
一
三

五
頁
参
照
）。

こ
の
ほ
か
、
学
山
に
は
『
唐
律
解
』
や
『
唐
律
諺
解
』
な
ど
、「
唐
律
」
に
関
す
る
著
作
も
存
在
し
た
が
、
こ
れ
ら
も
今
日
伝
わ
っ
て
い
な

い
（
高
塩
「『
大
明
律
例
訳
義
』
に
つ
い
て
」
七
一
二
頁
参
照
）。
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
『
故
唐
律
通
俗
拙
記
』
が
学
山
の
著
作
と
さ
れ

る
が
（
同
七
一
二
頁
参
照
）、
一
方
で
、
土
佐
藩
の
儒
者
、
田
内
菜
園
の
著
作
と
も
さ
れ
て
お
り
（
小
林
「
徳
川
幕
府
法
に
及
ぼ
せ
る
中
国
法

の
影
響
」
三
六
頁
参
照
）、
未
詳
で
あ
る
。

(24
)
『諺
解
』
の
参
訂
に
は
、
榊
原
霞
洲
や
鳥
井
春
沢
と
い
っ
た
、
学
山
以
外
の
学
者
も
参
加
し
て
い
る
た
め
、
当
該
記
述
は
必
ず
し
も
学
山
の

も
の
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
学
山
が
参
訂
者
の
一
人
で
あ
り
、
内
容
が
後
述
の
『
喜
朴
考
』
の
も
の
と
同
趣
旨
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
山

の
文
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
（
小
林
「
徳
川
吉
宗
と
過
料
刑
の
成
立
」
九
〇
頁
（
⚒
）
参
照
）。
後
に
見
る
よ
う
に
、『
大
明
律
例
詳
解
』
に

お
い
て
、
学
山
自
身
が
篁
洲
の
説
を
削
っ
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
記
述
は
学
山
の
も
の
と
考
え
て
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
高
塩
博
「
和
歌
山
藩
『
大
明
律
例
諺
解
』
の
成
立
」（
高
塩
前
掲
『
日
本
律
の
基
礎
的
研
究
』）
三
八
六
・
三
九
五
頁

参
照
。

(25
)
高
塩
「
和
歌
山
藩
『
大
明
律
例
諺
解
』
の
成
立
」
三
八
三
・
三
八
四
頁
。
引
用
に
あ
た
っ
て
句
読
点
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
以
下
同
じ
。

(26
)
高
塩
「
和
歌
山
藩
『
大
明
律
例
諺
解
』
の
成
立
」
三
八
三
・
三
八
四
頁
。

(27
)
『大
明
律
例
諺
解
』（
請
求
番
号
：
⚑
⚘
⚒
―
⚐
⚕
⚗
⚙
）。
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）、
川
越
藩
主
・
松
平
斉
典
写
。
旧
内
務
省
蔵
本
。
同

書
に
つ
い
て
は
、
高
塩
「
和
歌
山
藩
『
大
明
律
例
諺
解
』
の
成
立
」
三
八
八
頁
以
下
参
照
。

(28
)
『中
国
律
学
文
献
』
第
二
輯
第
三
冊
、
六
八
・
六
九
頁
。
内
閣
文
庫
所
蔵
の
『
大
明
律
附
例
』
に
は
こ
の
「
図
註
」
が
存
在
し
な
い
。

(29
)
小
林
「
徳
川
吉
宗
と
過
料
刑
の
成
立
」
七
二
・
七
三
・
七
九
―
八
一
・
八
六
・
八
七
頁
等
参
照
。

(30
)
『名
家
叢
書
』
第
三
六
冊
『
喜
朴
考
』（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
請
求
番
号
：
特
⚐
⚖
⚓
―
⚐
⚐
⚐
⚑
）。

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

https://w
w
w
.digital.archives.go.jp/das/m
eta/M
1000000000000075464
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関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
『
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

名
家
叢
書

中
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
一
九
八
一
年
）
に
影
印
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
以
下
、『
喜
朴
考
』
の
引
用
は
本
書
に
お
け
る
頁
を
示
す
。
本
書
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
同
下
巻
（
一
九
八
二
年
）
の
、
大
庭
脩

「『
名
家
叢
書
』
解
題
」
お
よ
び
、
大
庭
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
中
国
文
化
受
容
の
研
究
』
二
三
二
・
二
三
三
頁
を
参
照
。

(31
)
大
庭
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
中
国
文
化
受
容
の
研
究
』
二
三
三
頁
参
照
。

(32
)
『喜
朴
考
』
一
三
四
・
一
三
五
頁
。

な
お
原
文
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
漢
字
に
片
仮
名
で
読
み
仮
名
が
振
ら
れ
て
い
る
が
、
本
引
用
で
は
一
部
を
除
い
て
省
略
し
た
。
ま
た
、
送

り
仮
名
に
つ
い
て
も
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
。

(33
)
『喜
朴
考
』
一
三
五
・
一
三
六
頁
。

(34
)
こ
の
学
山
の
回
答
は
誤
り
の
よ
う
で
あ
る
。
運
甎
・
運
灰
等
は
贖
罪
の
形
態
と
さ
れ
て
お
り
、
一
方
、
徒
刑
の
正
規
の
役
務
内
容
は
「
煎

塩
」「
炒
鉄
」
で
あ
る
（
滋
賀
秀
三
「
法
典
編
纂
の
歴
史
」
滋
賀
秀
三
『
中
国
法
制
史
論
集
（
法
典
と
刑
罰
）』
創
文
社
、
二
〇
〇
三
年
、
二

三
四
・
二
三
五
頁
参
照
）。

(35
)
『喜
朴
考
』
一
四
九
頁
。
高
塩
「
和
歌
山
藩
『
大
明
律
例
諺
解
』
の
成
立
」
三
八
七
頁
（
⚘
）
も
ま
た
参
照
。

(36
)
こ
の
ほ
か
吉
宗
が
、
舎
余
・
小
旗
の
「
過
代
ノ
金
銀
」
に
言
及
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
（『
喜
朴
考
』
一
三
八
頁
）。

(37
)
『喜
朴
考
』
一
三
七
・
一
三
八
頁
。

(38
)
小
林
「
徳
川
幕
府
法
に
及
ぼ
せ
る
中
国
法
の
影
響
」
四
三
―
四
六
頁
参
照
。

(39
)
『喜
朴
考
』
一
五
〇
・
一
五
一
頁
。

(40
)
『大
明
律
例
訳
義
』
一
七
頁
〔
33
〕。
以
下
、
割
注
は
か
っ
こ
内
に
収
め
た
。

(41
)
な
お
、「
律
大
意
」
の
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
る
『
律
令
要
略
』「
序
」
に
は
、
こ
の
よ
う
な
贖
刑
に
つ
い
て
の
言
及
は
存
在
し
な
い
（
石

井
良
助
編
『
近
世
法
制
史
料
叢
書

二
』
創
文
社
、
一
九
五
九
年
所
収
『
律
令
要
略
』
二
九
七
―
二
九
九
頁
参
照
）。

(42
)
高
塩
「『
大
明
律
例
訳
義
』
に
つ
い
て
」
七
二
二
頁
参
照
。

(43
)
『中
国
律
学
文
献
』
第
二
輯
第
五
冊
、
四
六
九
・
四
七
〇
頁
。

三
〇

立
命
館
法
学

二
〇
一
八
年
五
・
六
号
（
三
八
一
・
三
八
二
号
）

349 (2245)



(44
)
『大
明
律
例
訳
義
』
六
七
四
頁
以
下
。

(45
)
『大
明
律
例
訳
義
』
六
七
四
頁
。

(46
)
高
塩
「『
大
明
律
例
訳
義
』
に
つ
い
て
」
七
二
一
頁
。

(47
)
『大
明
律
例
訳
義
』
六
七
七
頁
。

(48
)
『大
明
律
例
訳
義
』
六
七
七
頁
以
下
。

(49
)
『大
明
律
例
訳
義
』
六
八
五
・
六
八
六
頁
。

(50
)
『大
明
律
例
訳
義
』
六
四
五
頁
以
下
。

(51
)
高
塩
「『
大
明
律
例
訳
義
』
に
つ
い
て
」
七
二
一
頁
参
照
。

(52
)
『大
明
律
例
訳
義
』
六
六
七
頁
。

(53
)
『大
明
律
例
諺
解
』
巻
一
、
十
七
丁
表
。（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、
請
求
記
号
：
み
―
⚖
）

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2610145

(54
)
『大
明
律
例
訳
義
』
一
一
一
頁
。

(55
)
『大
明
律
例
訳
義
』
五
九
頁
。

(56
)
『大
明
律
例
諺
解
』
巻
一
、
十
七
丁
表
。

(57
)
柏
原
「
国
語
資
料
と
し
て
み
た
高
瀬
学
山
の
明
律
注
釈
書
に
つ
い
て
」
一
二
九
頁
、
高
塩
「
和
歌
山
藩
『
大
明
律
例
諺
解
』
の
成
立
」
三

八
六
頁
参
照
。

(58
)
『大
明
律
例
詳
解
』
巻
之
一
。

(59
)
前
掲
注
(24
)参
照
。

(60
)
高
塩
氏
も
学
山
の
表
現
の
誇
張
を
指
摘
し
て
い
る
（
高
塩
「
和
歌
山
藩
『
大
明
律
例
諺
解
』
の
成
立
」
三
八
六
頁
参
照
）。

(61
)
前
掲
注
(23
)頁
参
照
。

(62
)
『大
明
律
例
詳
解
』
巻
之
二
十
二
。

近
世
日
本
の
贖
刑
論
の
一
考
察
（
二
）（
片
保
）

三
一

348 (2244)



(63
)
当
該
箇
所
は
、
徂
徠
物
茂
卿
著
、
内
田
智
雄
・
日
原
利
國
校
訂
『
律
例
対
照

定
本
明
律
国
字
解
』（
創
文
社
、
一
九
六
六
年
）
五
五
六
頁
。

(64
)
高
塩
「『
大
明
律
例
訳
義
』
に
つ
い
て
」
七
二
〇
頁
。

三
二

立
命
館
法
学

二
〇
一
八
年
五
・
六
号
（
三
八
一
・
三
八
二
号
）

347 (2243)


